Hitachi Living Systems 



コンピュータミシン 


HJC-808 


★ご使用前にこの『取扱説明書』を十分お読み下さし、。 

★この『取扱説明書』は、お使いになるちがいつでを見られるところに保管して下さい。 


取扱説明書 











= 安をにご使用いただくために= 


◎ご使用の前に、この『安を上のを意』をよくお読みの上、正しくお使いください。 
◎お読みになつた後は、お使いになるちがいつでを見られるところに保管してください。 


絵表示について 

この『安を上のを意』では、使用者が製品を安をに使用できるよラに、誤った取し J 扱いをする事によって生じ 
る内容を次のよラな絵表示によって区分しています。いすれも重要な内容ですので必す守ってください。 

A 警告：取し J 扱いを誤った場合、人が死 t 又は重傷を負ラ危険が生じる事が想定される内容を示しています。 

を意：取し J 扱いを誤った場合、人がクガをしたし J 、 物的損傷が発生したし J する恐れがある内容を示して 
^います。 

絵表示の例 Q A Q 

記号は禁止の行為であることを告げるちのです。図の中や近傍に具体的な禁止内容が描かれています。 

A 記号は使用者の行為にを意を呼びかける内容であることを告げるをのです。図の中に具体的な禁止内容 
が描かれています。 

〇 記号は使用者の行為を指示強制したし J する内容であることを告げるちのです。図の中に具体的な指示内 
容が描かれています。 





A =n 感電、义災の恐れがあ y ます 

このミシンは国内専用です。 

一般家庭用交流電源100 VJ ； (外の電圧では使 
用しないでください。 

異なる電圧で使用すると义災-感電の原因と 
なし J ます。 

ぬれた手で電源プラクを抜き差ししないでく 

の滅 ださぃ。 

めれ手禁止感電やけがの原因になります。 

J ; (下のよラな時は電源スイ、ツチを切し J 、 電源プ 
ラクを引き抜いてください。プラクを差し込ん 
だままにしておくと、思わぬ义災や感電の原因 
となることがあし J ます。 

• ミシンのそばを離れる時 
プラクを抜く •ミシンを使用しない時 

-ミシンのお手入れをする時 
-ミシンを移動させる時 
-ミシン使用中に停電した時 

コンたントから抜く時は、コードを持たすに必 
すプラクを手で持って抜いてください。 

コードを引っ張ると内部で断線し、感電や発义 
プラクを抜ぐにつながる恐れがあし J ますので大変危険です。 

電源コードは無理に巧げたし J 、 引っ張ったし J 、 ね 
じったし J 、 何かに卷きつけたし J しないでください。 
また、コードが重いものの下敷きにならないよ 
ラにしてください。 

^とコードが内部で断線したし J 破損して、乂災•感 
電の原因になし J ます。 

ミシン、電源コード、電源プラク等を水につ 
けたし J 濡らしたし J しないでください。 

ぬれた布やぞラきんで5シンを拭かないでください。 
xrx スプレー状のク U —ナーなどをミシンに直接 
噴霧しないでください。 

浴室や加湿器のそばなど水がかかるよラな場 
水めれ禁止所や湿気の多い場所での使用や保管はしない 

乂災•感電の原因となし J ますので、万一濡れ 
た場合は絶対に使用しないでください。 

お客様自身での修理、分解、改造はしないでく 
ださい。 

义災-感電-けがの原因になし J ます。 

止修理が必要な場合は、お買い上げの販売店か販 
売元までごホ目談ください。 

ミシンの内部に金属類や燃えやすいちのなど 
の異物や水分を差し込んだし j 、 落とし込んだ 
V y しないでください。 

禁止义ぶ•感電の原因となし J ますので、特にお子 
様のいるご家庭ではごを意ください。 

，ミシンの上に乗らないでください。 

倒れたし J こわれたし J してけがの原因となるこ 
とがあし J ますので、特に小さなお子様のいるご 
了'^家庭ではごを意ください。 

S シンを極端に傾けたし J 、 前後をちに激しく 
動かさないでください。 

禁止感電や故障の原因になし J ます。 

ほこし J の多いところで使用しないでください。 

ベ電源プラクの刃や刃の取付面にほこし J が付い 
ている時は、乾いた布でふき取ってください。 

S ^そのまま差し込むと乂災の原因になし J ます。 

ミシンをぐらついた台の上や傾いた所などの 
不安定な場所に置かないでください。 

/SA また、毛布やク 、ソシ ヨンなどの柔らかいもの 
の上にち置かないでください。 

^ ^落ちたし J 倒れたし J して、けがや义义の原因に 
なし J ます。 

ミシンを操作中にネクタイ-ネックレス-髪な 
/V どを針周辺に引き込まれないよラにしてくだ 

/!\ さぃ。 

ミ主意 万一引き込まれてしまった場合は、ただちに電 
源を切って取し J 除いてください。 

ミシンの通風孔をふさがないでください。 
vN^ 内部に熱がこちし J 、 乂災の原因となることが 
禁止あります。 

雷が鳴し J 出したら、電源プラクには触れないで 
ください。 

禁止感電の原因にな y ます。 













A 注意 感電、 

义災、けがの原因とな y ます 

ミシンには正規の部品〔ボビン•針等）をご 
使用下さい。 

禁止 

A ミシンの使用中に、電子レンジや掃除機などの 
/!\高容量の電気製品のご使用はお控えください。 

を意 S シンの動作が不正確になる場合があし J ます。 

/V 最初のひと針は、必すプー IJ 一を手で回し、 
布に針が刺さった状態から操作を始めてくだ 
を意 さし、。 

A お子様がご使用になる時やお子様の近くで使 
ZJA 用される時は、特に安をにを意してください。 

を意 

A ミシンの操作中は、針から目を離さないよラ 
にし、針、プー U —、天びんなどすベての動 
を意 いている部品に手を近づけないでください。 

じ(下のことをする時は、電源スイ、ツチを切っ 
てくださぃ。 

•針を交換する時 

禁と•上糸、下糸をわ、ソトする時 

巧がった針はご使用にならないでください。 

禁止 

ミシンを動かす時は、かまカバーを閉じてく 
ださぃ。 

禁止 

/ SA 縫ラ時は布を無理に引っ張ったし J 、 押したり 
V-X しないでください。 

禁止 

A 業務用としてのご使用はお控えください。 

過負荷による故障の原因になし J ます。 

を意 

^ お手入れの際、シンナーやペンジンで拭いた 
(\^し J しないでくださし、。 

^変質-破損-塗料はがれの恐れがあし J ます。 

S シンにじ(下の異常がある時はすみやかに使 
用を停止し、お買い求めの販売店または販売 
元で点検-修理-調整をお受けください。 
•正常に作動しない時 
•水にぬれた時 

yy 最初にミシンを使用するときは、押え金の下 
/|\に布切れを置いて、糸を使用しないでミシン 
注意 を操作し、十巧し油気を取し J 除いてくに:さい。 

禁止•落下などによし J 破損した時 

•電源コード、プラク類が破損、劣化したし J 、 
異常に熱くなった時 
-異常な音やにおいがする時 

針の下に指をいれないでください。 

けがをするおそれがあし J ます。 

を意 





r 自動停止装置 j について 

♦このミシンは、誤った操作などをしたとき、自動的に運転を止める安を装置がついています。 

♦たとえば、縫製中に糸がかまにくい込んだし J したよラなとき、安全装置がそれを感知し、3秒じ(内に自動的 
に電流を遮断し、モーターを止めます。 

♦ モーターが止まつたら、糸がらみなどミシンを止める原因となつたものを取し J 除いてください。 

♦かまに卷きついた糸を取し J 除く場合はノ\サミで糸を切ってください。 


《製品のデヴイン、仕様は改良のため予告なく変更することがあし J ますので、ご了承ください。 
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1. ご使用になる前に 

各部の名称 . 4〜5 

電源のつなぎ方 . 6 

糸ごまのわ、ット . 7 

押え上げ . 7 

つリーアーム（筒縫い） . 7 

大型補助テーブルの使いかた . 7 

下糸の巻きち . S 〜9 

ボビンのわ、ソト . 9 

上糸のかけち . 10〜11 

自動糸通し器の使い方 . 11 

下糸の引き上げち . 12 

針と糸と布の使いち . 13 

針のとし J かえち . 13 

上糸調子のとし J 方 . 14 

巧えのとし J かえち . 14 

操作パネルの機能 . 15 

操作スイッチ . 16〜17 

糸通し用レンブの使い方 . 17 

2. さあ縫つてみましよラ 

縫い目長さと縫い目巾早見表 . 18-19 

直線縫い . 20〜22 

つアスナーつけ、パイピンク . 21 

縫いにくい布地の縫いち 
薄物.厚物.段縫い . 22 


点線すルト縫い . 22 

ジクヴク縫い . 23 

まつし J 縫い•伸縮まつし J 縫い . 2 4 

点線ジクヴク縫い 

つくろい縫い、裁ち目かがし J . 25 


スーパー縫い（スト レ、 ッチステ、ソチ）.. 26〜29 
直線伸縮縫い-ジクヴク伸縮縫い- 
スモッキンク縫い-才ーバー□ック縫い- 
つェヴー縫い •ブランク、ット縫い （1)、 (2) • 

ボ、ソクス縫い-オーバーエッジ縫い- 
パインリーつ縫い-かぎ縫い-はぎ合せ縫い- 
ダブルオーバー□、ック縫い-つる草縫い- 


ウイ、ッシュボーン縫い 

飾し J 縫い . 30 

連続模様 . 31 

ボタン付け . 31 

ボタンホール〔ボタン穴かがし J ). 32〜34 

3. ミシンのお手入れ 

送し J 歯とかまの掃除 . 35 

4. ミシンの調子が悪いとき、 

かの原因を確かめましよラ . 36 

5. 別売し J 付属品のご案内 . 37 


S シンの仕様 


本体寸法 

:巾 43. 8 X 奥行き20 . 3 X 高さ31 .0( cm ) 

本体質量（重量） 

: 7. 2 k g 

定格電圧 

: AC 100 V 

定格;'肖費電力 

: 65 W 

定格周波数 

: 50/60 H Z 
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1. ご使用になる前に 


を部の名称 


1. 下糸巻き案内 

2. てんびん 

3. 上糸調子ダイやル 

4. 面板 

5. 糸切し J 

6. 手元ライト 

7. 補助テーブル （ 付属品入れ） 

8. 下糸卷言軸 

9. 下糸巻き巧え 

10. スピードコント□ールつまみ 

11. 操作スイ、ソチ 

12. 糸立て棒 

13. ハンドル 

14. プ ー IJ - 

15. 電源スイ、ソチ 

(手元ライトスイッチ兼用） 

16. 機番プレート 

17. 押え上げ 

18. ボタンホールレバー 

19. 糸案内 

20. 糸通しレバー 

21. 糸通し装置 

22. 針棒糸案内 

23. 押え止めネジ 
24•針 

25. かまカバー 

26. 針棒 

27. 糸切し J 刃 

28. 巧え解放レバー 

29. 針止めネジ 

30. 標準押え 
31送し J 歯 

32. 針板 

33. かまカバー開放レバー 

34. 大型補助テーブル 

35. 電源コード 

36. 取扱説明書 





最初にミシンを使用するときは、巧え金の下に布切れを置いて、糸を使用しないでミシンを操作し、 
十分に油気を取し J 除いてくにさい。 


1 \ 


ほこし J や巧などで縫ラ布を巧さないよラに、使ラ前に乾いたやわらかい布でよくふいてください。 
シンナー-ベンジン-ミガす粉は絶対使用しないでください。 
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■ 図の様に付属品入れのふたを開けると付属品 
が入つています。 

① ミシン針〔#14 X 3本） 

② ボビン 〔X 3) 

◎ 糸立て棒 

@ 糸ごまクッシヨン 〔X 2) 

(§) 糸ごま押え（ル） 

© 糸ごま押え〔中） 

⑦糸ごま巧え〔大） 

( D ブラシ付きシームリ、ッパー 
◎ 針板用ネジ回し 
⑩ターニンクプレート 
⑩ボタンホール押え 
© つアスナー押え 
© かくし縫い巧え 
@ボタン付け押え 
© 端縫い押え 
© 糸通し用レンブ 



背 



① ③⑤④ 


( 2 ) 




⑥ ® め⑥ 




感 颇 



⑩ 






(§) ® @ ® 



饭 
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電源のつなぎ方 

■ 電源スイ、ツチを 「 OFF 」 にしてください。 

■ 電源コードのプラク①をミシンにしつ 
かし J と押し込みます。 

次にプラク②を室内コンたントに差し 
みます。 

■ 電源スイ、ソチを 「 ON 」 にして電源を 
いれます。 

〔同時に手元ライトが点なし、操作パネ 
ノレの左上の表示ランプち点なします。） 




ミシンを使用しないときは、必す電源スイ、ツチを切し J 、 
電源コードを電源から抜いてください。 



糸ごまのむツト 

■ 糸立て棒に糸ごまを差し込み、糸ごま 
押えをかぶせます。 

糸ごまのサイブよし J 少し大きめの糸ご 
ま押えを使用します。 

予備の糸を使用するときには、補助糸 
立て棒を使用します。 
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巧元上げ 

1 縫ラときは、押え上げを下げておきます。 

2 押え上げは2段階です。2段階目に押え上げを上げる 
時は、手で支えながら持ち上げます。 


フリーアー厶（筒縫い） 

■ このミシンは、補助テーブルを左に引っ張って外すと 
つ IJ ーアーム型になし J ます。 

補助テーブルをちとに戻すときは、テーブルをミシン 
におってすべらせながら、所定の位置に差し込みます。 




大型補助 テーブルの 使いかた 

1 大型補助テーブル脚を矢ののち向に立て、ミシンに 
わ、ソトします。 

2 大型補助テーブルをミシンにおつてすべらせながら、 
案内ピン ® © ® ©) を所定の位置に差し込 
みます。 

大型補助テーブルを左に引っぱって外すとつ IJ ーアー 
ム型になし J ます。 
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下糸の卷ま方 


A 

を意 


使用するボビンについて 
ち記の寸法のプラスチック製ボビン 
を使用してください。 

金属製ボビンは使用しなしでくださし、。 


直径： 20.5 ミリ 


局さ： 

11だ1」 

材質：プラスチック 



1 糸立て棒に糸ごまを入れ、糸ごま押えをかぶせます。 

両手で糸案内 A に糸をかけ、止まるところまで手前に 
引きます。 


突起巨に糸をかけ、溝にそつて手前に引っぱし J 、 下糸 
巻き案内 C を経由して糸ごまから糸を引きます。 


クボビンの穴に糸を通し、ボビンを糸卷きレバーにはめ 
< -•みます 。 


3 糸の端を持ち、ボビンを矢ののち向に巧します。スター 
卜/スト、ソプスイ、ツチを押して糸を巻きます。（糸を 
巻いている間は針は動きません。） 


ボビンが数回転したら、糸を離してください。 



4 下糸が一杯になつて、ボビンの回転が止まつたら、す 
ぐに スター ト/スト、 ツプ スイ 、ツチを 押してミシンを止 
めます。糸卷きレバーを左にもどし、ボビンを外し、 
糸の端を切ってください。 


4 
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ボビンのたット 

1 プー U —を手前に回して、針を最上点に上げます。 


2 解放レバーをちに押して、かまカバーをはすします。 


3 糸の端を矢ののち向に出してボビンを入れます。 


A 

を意 


ボビンから糸の出るち向が正しくないと、針折れや糸 
調子不良の原因となし J ますので、必す図のよラに正し 
い向きにたツトしてください。 


4 ボビンを指で押さえながら、糸を手前のみぞ A に掛け、 
左に引きます。 


ク 


3 


4 
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上糸のかけ方 

A 上糸をかける前に、必ず巧え上げを上げます。 


A 押え上げを上げないで上糸をかけると、巧蔵され 
ている糸調子皿に糸が通らない為、糸調子が取れ 
;王忌、す、正常な縫いが出来ません（下記ヒント参照）。 


后プー U —を手前に回して、針を最上点に上げます。 



G 図の順番に糸をかけます。 ♦ 両手で糸案内①に糸をかけ、止まると 

ころまで手前に引きます。 

突起②に糸をかけ、ち手で糸を保持し 
ながら、左手で溝にそって糸を通し、 
下へ引っぱし J ます。 

• つの◎の内側に U ターンします。 

• 天びん®へちから左に糸を入れます。 

• 図のよラに糸を保持して、 糸かけ©に 
糸をかけます。 

• 針穴©に前から後ろへ糸を通します。 




上糸かけのヒント 

内蔵されている糸調子皿に正しく糸が通っているか確認する時は、下記の 
要領で巧ってください。 

1 . まず、巧え上げレバーを下げます。 


2. 上糸調子ダイルを数字の大きいちへ回し、糸の端を 
引っ張つて糸調子が強くなつてし^るか確認します。 


3. 次にダイルを数字のルさいちへ回し、糸の端を引つ 
張って糸調子が弱くなつているか確認します。 


4. 確認が終わったら、ダイやルを元の位置 ( AUTO ) 
し民しづ^ 9。 
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自動糸通し器の使い方 


■ 押え上げレバーを下げます。 

■ プーリーを手前に回し、針を最上点付近にしてください。 
7 レバーを限定まで下げます。 

2 図のよラに糸通しカギが針穴に入るち向に回転させて 
ください。 

( D 針最上点でないと、レバーは回転しません。 

3 糸をガイドと糸通しカギにひっかけます。糸をやや上 
にして軽くつかみ、正面手前で保持してください。 

4 レバーを後ちよし J 押すと、糸が針穴後方に輪になって 
通し J ます。 

5 輪になつた糸を向ラ側に引き出してください。 


@針穴にカギが通らないままムリに押し下げるとカギ 
が曲がし J 、 針穴に通らなくなることがあし J ます。 

ちしカギが巧がってしまった場合は、お手持ちの 
ネジ回しなどを使って、針穴に入る位置に調整し直して 
<ださし、。 

@細い針に太い糸を使ラと糸通しができません。 


A 

ミシンが動いているときに糸通しレバーを 

/IS 

下げると、故障の原因になし J ますのでごを 

を意 

忌くに cf し、。 
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下糸の引き上げ方 


纔い始める前に下糸を余分に引き出しておきたい 
時は、下記の手順に従って糸を引き出します。 


1 巧え上げを上げてください。 


2 下糸を矢 E 口のよラに通します。 


ゴ針糸をゆったし J と左手で持ち、プー U —を手前に完を 
に一回転させてください。 


4 左手の上糸を軽く引っ張し J 上げると、下糸がついてあ 
がし J ます。 

下糸をち手で手前に引き出してください。 


5 両糸をそろえてみぞ（矢の）に入れ、押え金の下を通 
して後ろへ引き、糸を1 Ocm ほど残しておいてくだ 
さし、。 



12 


























































針と糸と巧の使い方 


■ HAX 1家庭用ミシン針を使用してください。 ■ 巧がつた針や先の丸くすし J へつた針は使用しないでくださし、。 
■ 布地に適した針と糸を使用してください。 ■ 縫いにくい布地の縫い方は2 2ぺージを参照ください。 

■ 上糸と下糸は通常同じ種類の糸を使います。 


布地 

么 

〔番手が大きいほど細くなし J ます） 

針 

〔番手が大きいほど太くなし J ます） 

薄物地：合繊巧〔アわテート)、絹地など 

アドバイス：縫いしわを防止するには縫目ピッチ 
2〜3ミリをおすすめします。 

カタン糸〔木綿糸)、 

化繊糸（シやッぺスパン)、絹糸 

80〜100番 

9〜11番 

普通地：木綿地〔ブ□-ド-すやラコ-シー 
ティ ンクなど）、 

毛織物〔つラタ-つエルトなど）、 
合繊布〔ギやバジンなど)、絹地 

アドバイス：巧のあし、ているレースを縫う場合、巧の下に紙 
を敷いてくださし、。 

カタン糸〔木綿糸)、 

化繊糸（シや、ッぺスパン)、絹糸 

5〇〜8 〇番 

11〜14番 

厚物地：木綿地〔デニム-タオルなど）、 

毛織物〔ツイード-つエルトなど）、 
合繊布〔レーヨンなどのカーテン地） 

カタン糸〔木綿糸)、 

化繊糸（シや、ッぺスパン)、絹糸 

3〇〜6 〇番 

14〜16番 

アドバイス： 30番糸を使用される場を、16番針とします。30番 l ； Lb の太い糸 
〔例えば、2 0番などの糸）の使用は控えてください。 

伸縮地：ジやージー、トリコ、ット、ソス、 
二、ット地などの伸縮性のある布地 

カタン糸（木綿糸)、 

化縣（シや、ッベス/た A 絹糸 

50〜80番 

11〜14番 

アドバイス：ニット針の使用をおすすめ 
します。 

* ナイ□ン透明糸を使用される場合、糸の太さ/布の種類に関係なく、針の太さは14番〜16番をおすすめします。 

アドバイス：針は太め、上糸圧力は弱めにし、下糸は少なめに卷いてください。 


針のと y かえ方 

1 プー U —を手前に回し、針棒を最上点にあげます。 

ク針止めネジを手またはネジ回しでゆるめ、針をはすし 
ます。 

3 新しい針の柄の平らな面を向こラ側に向けて持ち、針 

が針棒のピンに当たるまで 差し込みます0 

4 手またはネジ回しで針止めネジをかたくしめます。 



A 針を取し J かえるときは、必す電源スイッチ 

を意を切つてくださし、。 


13 




































上糸調子のと y 方 


■ 直線縫いの場合、上糸と下糸が布の中間で適当な張力 
をちつてからみ合ラのが、正常な糸調子です。 
通常の場合は、 「 AUTO 」 に合わせてください。 


■ 上糸が強くて、布の表に下糸が出るときは、上糸調子 
ダイルを数字の小さい方へ回して上糸調子を弱めま 
す。 


■ 上糸が弱くて、布の裏に上糸が出るときは、上糸調子 
ダイやルを数字の大きいちへ回して上糸調子を強めま 
す。 



巧えのと y かえ方 

■ 押えと針を上げます。 

1 押え解放レバーを矢ののち向へ押すと、押えがはすれ 
ます。 

2 針板と押えの針穴が合ラよラに新しし巧甲えを針板の上 
におきます。 

3 巧え上げを下げると押えがわ、ツトされます。 

入し J にくい時は、押え解放レノ\一を巧すと入し J ます。 
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表示ランプ 


■ 模様選がボタン 

電源を入れると直線縫いの上の表示ランプが点なしま 
す。この状態で直線縫いをすることができます。 

他の模様を縫ラ時は、縫いたい模様がある列のち端の 
模様選択ボタンを希望の模様の上の表示ランプが点な 
するまで押します。 

■ 縫い目長さ及びジグザグふ y 幅/針位置 
調節レバー 

ミシンには縫い目長さやジクヴクふし J 幅が自動設定さ 
れておし J 、 模様を選択すると、あらかじめ自動設定さ 
れた縫い目長さ、ジクヴクふし J 幅または直線縫いの針 
位置で縫ラことが出来ます。 

調節レバーを動かすと自動設定値を簡単に確認できま 
す。レバーが自動設定値の所まで来ると、レバーの左側 
にある表示ランプが点！) a し、「ピツ」と音で知らせます。 


お好みの縫い目長さやジクヴクふし J 幅、直線針位置を 
巧めたい場合は「自動設定値」にしてからでないと、 
変更できません。 

自動設定値から開始し、レバーをちちの調整したい位 
置まで動かします。手動設定位置にくるたびに表示ラ 
ンプが3回点滅し、「ピ、ッ」と音が鳴し J ます。 


操作パネルの機能 


表示ランプ 




を意： 1. 模様によって手動設定位置の数が多いちのや少ないちのがあし J ます。 
2. 縫つている間にレバーを動かすと、手動調整位置が変えられます。 
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■ スタート/ストツブスイツチ 

スタート/スト、ツプスイ、ソチを押すと、ゆつくし J とス 
タートし、ちラー度巧すと針は最上点でスト、ップしま 
す。 


■ ゆつく y すすむスイツチ 
(最低速縫い • 停止スイツチ） 

ミシンが'動いているときにこのスイツチを巧すと、瞬時に 
速度が落ちゆつくし J 縫い始めます。押している間だけゆつ 
くし J 動き続け、スイ、ソチから手をはなすとミシンは停止し 
ます。 

盛 このスイツチはミシンをスタートさせるスイツチでは 
あし J まはん。 


■ 返しぬい/止ゆめいスイッチ 


返し縫い機能（直線縫い/ジグザグ縫い） 

スイッチを押している間は返し縫いし続けます。 



止ゆ縫い機能（直線縫い/ジグザグ縫い似か） 

直線とジクヴク縫いじ(外の模様を選択すると、しっか 
し J 縫い終わるよラに数針止め縫いをして自動的に止ま 
し J ます。止め縫いスイッチを巧した時点で、その位置 
に止め縫いをします。 

(§) ボタン付け縫いとボタンホール縫いでは、止めぬ 
いスイ、ッチは機能しません。 

《 縫い始めと縫い終わし J でほどけないよラにするた 
めに、この機能はとてを便利です。 
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自由に速度調整が可能で、つまみをちに動かすとス 
ピードが増し、をに動かすとスピードが落ちます。 

最高速度は、縫い模様ごとに設定されています。 


糸通し用レンブの使い方 

1 糸通し用レンブのマクネ、ット部をミシンに取付けま ク自動糸通し器•針穴がよく見えるよラ、レンブ位置 
す。 を調整します。 

取付け部はマクネットで固定されます。 
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2. さあ縫つてみましよラ 


縫い目長さと縫い目の早見表 


縫い模様 

模様 

縫い目長さ ( mm ) 

直線縫い針位置 

基本設定 
(自動） 

微調整 

(手動） 

基本設定 
(自動） 

微調整 

(手動） 

直線 

の 

1 

1 

1 

1 

2.5 

0.5 〜 4. 75 

中基線 

左基線-も基線 ネ 

a 

直線伸縮 

III 

III 

III 

III 

2.5 

1 .5-3.0 

点線すルト 

川 

1 

川 

1 

2.5 

2.0 〜 4.0 

中基線 

- 



縫い模様 

模様 

縫い目長さ ( mm ) 

ジグザグふ y 幢 （ mm ) 

基本設定 
(自動） 

微調整 

(手動） 

基本設定 
(自動） 

微調整 

(手動） 

まっし J 

与 

2.0 

1 .0-3.0 

3.0 

1.0 〜 6.0 

伸縮まつし J 

1 

2.0 

1 .0-3.0 

3.0 

2.0 〜 7.0 

スカラ、ソ y 


0.5 

0.25-1.5 

7.0 

3.5-7.0 

ジヴ tf バ 

1 

2.0 

0-3.0 

5.0 

0-6.0 

ジクヴク伸縮 

1 

2.5 

1 .5-3.0 

5.0 

2.0 〜 6.0 

点線ジクヴク 

、〜 

1 

1.5 

0-2.5 

6.0 

2.5-6.0 

スモ、ソすンブ 

1 

2.0 

1.5 〜 3.0 

6.0 

3.0 〜 6.0 

才ーバ ー□、ソク 

た 

1 

2.5 

1.5 〜 3.0 

5.5 

3.5-7.0 

ピラ$、ソド 


0.5 

0.25-1.5 

7.0 

3.5-7.0 
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縫い模様 

模様 

縫い目長さ （ mm ) 

ジグザグふ y 幢 （ mm ) 

基本設定 
(自動） 

微調整 

(手動） 

基本設定 
(自動） 

微調整 

(手動） 

つェヴー 

多 

2.0 

1 .0-3.0 

6.0 

3.0 〜 6.0 

ブランク、ソト （1) 



2.5 

1 .5-3.0 

5.0 

1 .0-7.0 

ボ、ツクス 



2.5 

1 .5-3.0 

5.0 

1 .0-7.0 

スター 

う 

う 


3.0 

- 

5.0 

5.0， 6.0 

U - つ 

t 

2.0 

1 .5-2.5 

7.0 

3.5, 7.0 

ヴ ーつ （波） 


1 .75 

0.75-2.5 

7.0 

3.5, 7.0 

ブランク、ツト （2) 


— 

2.5 

1 .5-3.0 

7.0 

1 .0-7.0 

オーバーエ、ツジ 

pm, 

* 

* 

* 

* 


2.0 

0.75 〜 2.5 

5.0 

1 .0-6.0 

パインリーつ 

/ 

/ 

/ 

/ 

2.0 

1 .0-3.0 

5.0 

1 .0-7.0 

がぎ 

L 

D 

2.5 

1 .25 〜 3.0 

7.0 

3.5-7.0 

はぎ合せ 



2.5 

1.5 〜 3.0 

5.0 

2.0 〜 7.0 

ァ□-へ、：；ド 

1 

0.5 

0.25-1.5 

7.0 

3-5 〜 7.0 

タブルオーバー□、ソク 


> 

2.5 

1.5 〜 3.0 

5.5 

3.5-7.0 

つる草 

1 

2.0 

1.5 〜 3.0 

6.0 

3.0 〜 6.0 

ウイ、：；シユボーン 

を 

2.5 

1.0 〜 3.0 

6.0 

2.0 〜 6.0 

ボタン付け 

© 

0 

- 

3.0 

2.0-4. 5 

ボタンホル 

[ 

] 

0.5 

0.5, 0.75 

5.5 

- 

1 

] 

0.5 

0.5, 0.75 

3.5 

- 
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直線縫い I 

■ 直線縫いはミシン縫いの基本ですので、試し縫い 
をして正しい使い方をよく覚えましよラ。 

# S シンのわツト 

巧え「標準押え」上糸調節ダイ^ル 「 AUTO 」 

A. 上糸調子ダイやル 

B. 返しぬい/止めぬいスイ、ツチ 
C- ゆつくし J すすむスイ、ソチ 

D. スタート/スト、ツプ スイ、 ツチ 

E. 押え上げ 

F. ジクヴクふし J 幅/針位置調節レバー 

G. 縫い目長さ調節レバー 

之上糸を押えの下から向こラ側へ1 0 cm ほど引き出 
します。 

J 布を押えの下に入れ、 押えを下げます。 

4 プー U —を手前に回して、針を布に突き刺します。 


5 スタート/スト、：;プスイッチを押して縫い始めます。 

「はやい」スピードをお望みの場合は、スピードコン 
卜□ールのつまみをちに動かしてください。 

縫つている間は、ミシンの布送し J に合わせて、軽く導 
いてくださし、。 

糸締し J が強い場合、上糸調子ダイやルをやや弱め 
にしてくださし、。 

6 ミシンの止めかた 

スタート/ストップスイッチ使用時 

布はしまで巧たら、スタート/スト、ツプスイ、ツチをも 

ラー度押してミシンを止めます。 


ゆつくし J すすむスイッチ使用時 
布はしに近づいたら、ゆつくし J すすむスイッチを押して、 
スピードを落として縫い、 縫い終わし J でスイッチをは 
なすと、ミシンは止まし J ます。 


/針と押えを上げ、布地をラしろへ引き出し、糸切し J で 
糸を切し J ます。 
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早 

■ フアスナーつけ I 

S シンのわット 

ぬい模様「直線縫い-中基線」 

押え「つアスナー押え」 


つアスナーのち側を縫ラときは、押えホルダーを押え 
のを側のピンに取付けて縫います。 

左側を縫ラときは、押えホルダーを押えのち側のピン 
に取付けて縫います。 



の 

■パイピング 

S シンのわット 

ぬい模様「直線縫い-中基線」 

押え「つアスナー押え」 


バイアステープを外表に折るか、バイアステープで 
コードをくるみ、押えホルダーをつアスナー押えのち 
側に取付けて図のよラに縫ラと、パイピンクテープを 
作ることができます。 
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■ 縫いにくい巧地の縫い方 

段纔い 

1 布送し J がスムースでない場合や、図のよラに重なった 
厚地の布を縫ラ場合は、押えのち側の黒いボタンを使 
用します。 


2 押え上げを上げます。 

3 押えの黒いボタンを持ち上げ、をに押したまま押え上 
げを下げます。 

4 押えが水平になし J 、 布地が送られます。更に縫い進む 
と、黒いボタンは開放され、元に戻 y ます。 


薄物（レース布、薄物巧） 


《レース布や特に薄い布地の場合、布の下に紙を敷きます。 
縫い終わったら、紙を取し J 除きます。薄物縫いで目飛 
びしたし J 、 しわがよる場合も紙を敷いてください。 

《薄物の縫い始めは、上糸と下糸を少し引っ張し J ながら 
縫います。 

厚物（タオル巧） 

タオル布を縫ラ際は、布の種類によって布送し J が悪くな 
る場合があし J ます。布の下に紙を敷き、太い針#16を使 
用し、ゆっくし J としたスピードで縫います。縫い終わっ 
たら、紙を取し J 除きます。 

《縫い目長さを 「2 mm 」 じ(上にしてくださし、。 



点線キルト縫い|!| 

■ この縫いでは下糸が布表面に引き上げられ、手縫い風 
の直線縫いが出来ますので、ステ、ツチ縫いやすルト縫 
いに使えます。 

I 下糸はすルトに合った色の糸を使います。 

と 上糸は巧の色に似た細い糸を使います。 

J 下糸が表面に引っ張し J 出されるよラに上糸テンション 
を少し強くします。 

4 縫い始めます。 



@使用される布切れで試し縫いをして、最適のテンシヨ 
ンと縫い目長さを選択します。 
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ジグザグ縫い! 

■ S シンのわツト 

巧え「標準巧え」上糸調節ダイ^ル 「 AUTO 」 

布の裏側に上糸が少し出るよラに、直線縫いのときよ 
し J 上糸調子をやや弱めにしたちが良い場合があし J ま 
す。 


■ 縫い目長さ及びジグザグふ y 幅 

縫い目長さ、ジクヴクふし J 幅はちの表を参考に設定し 
てくださし、。 

-n は基本設定 （ 自動）値。 

— 縫い目長さ 2. 0 mm 、 ジクヴクふし J 幅 5. 0 mm 

-n は微調整 （ 手動）設定時の選択範囲です。 

— 縫い目長さ〇〜 3.0 mm 、 ジクヴクふし J 幅〇〜 6.0 mm 



>ミ<- 

ジクヴクふし J 幅 


眶 

个 

1 11 
い 

^星 

八さ 
y 

又 

mm 

0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

0 














0.3 














0.5 














0.8 














1.0 














1.3 














1.5 














1.8 














2.0 











■ 



2.5 













3.0 















サテンステッチ（密着縫い） 

縫い目長さを 「0.5 mm 」 ぐらいにわ、ソトすると、目の 
つまったきれいな縫い目が出来ます。 

@布の種類によっては、送し J 詰し J する場合があし J ま 
す。その場合は縫い目長さを少し大きくしてくだ 
さし、。 


ふ y 幅の変化 

縫つているあいだにジクヴクふし J 幅レバーを変化させ 
ると、図のよラに縫い幅を変化させることが出来ます。 



中基線 
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まつ y 縫い•伸縮まつ y 縫い与! 


■ S シンのわット 

巧え「かくし縫い巧え」 

上糸調節ダイル 「 AUTO 」 

^ -普通地に適しています。 

^ -伸縮性の布地に適しています。 

1布端を裁ち目かがし J するか、二つ折し J にします。 


^出来上し J 線にそって布を折し J 、 折し J 山から約7 〜 Sm 
m 乂ったところからすそに向って、図のよラに待ち針 
で止めます。待ち針を持って折し J 返します。 


3 布の折し J 山を押えのガイドにそわす様に布をおき、調 
節ネジをまわし、針がをに振れたとき、針が折し J 山を 
むすかに刺すよラに縫つていきます。 

待ち針は押えの手前に来たら順に抜いていきます。 


4 布を表に開くとできあがし J です。 
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点線ジグザグ縫い 


■ $シンのわツト 

巧え「標準巧え」上糸調節ダイ^ル 「 AUTO 」 

■ つく5い縫い 

布の裂け目をつくろラには、裂け目を針の下に置き、 
針が裂け目の両側を拾ラよラに縫います。裂け目の角 
は、両側から角の中 C \ に向かって縫います。裂け目の 
下に布をあてて縫ラと丈夫につくろえます。 
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スーパー縫い（ストレッチステツチ) 


■ $シンのわ、ット 

押え「標準押え」上糸調節ダイル 「 AUTO 」 


直線伸縮縫い： 

III 


■ 図のよラに布地をひっぱると、普通の縫いでは糸が切 
れますが、伸縮縫いは縫い目が伸び縮みして糸が切れ 
ません。 



ジグザグ伸縮縫いミ 


■ 縫い目に伸縮性があるので、二、ットや、ジゃージ、卜 
リコ、ットなどの伸縮性のある布地に適しています。 



スモッキング縫い I 

1上糸調子を弱くして、1わンチ位の間隔を開けて直線 
縫いをしてください。 

2 下糸だけを引っ張ってギゃヴーを寄せ、上糸と下糸を 
結んでギゃヴーを固定します。 

3 直線縫いの間をスモッキンク縫いします。直線縫いの 
糸をほどきます。 

ヨーク、ベビー服、幼児のドレス、ランジェリー、夕、ッ 
ク押えに最適です。 

才ーバー□ック縫い I 

■ 地縫いとかがし J 縫いを一度にし、又伸縮性があるので、 
ブラウス地や綿ジゃージ、薄い生地の縫し M 戈の仕上げ 
を始めとし、小物、手芸品などの飾し J 縫いに最適です。 

この模様で裁ち目かがし J をする時は、端縫い押えの使用 
をお薦めします。 
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ブランクット縫い 


■ 装飾性と実用性を兼ねそなえているので、テーブルク 
□ス、ナプキン等の縫いしろ、折し J しろの始末をする 
のに適しています。 




ボックス縫い 


■ 反対色または類似色の薄いテープを押えの下において 
縫い付けると、特別の飾し J 効果が得られます。 



■ 織し J の粗い布を使い、図のよラに約 4 mm の間隔を置い 
て布の織し J 糸を抜き取し J ます。 

布の中 C \ をこのステ、ツチで縫ラとド□ンワークが出来 
上がります。 
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才ーバーエッジ縫い I 

■ ^ . 


■ トリコ、：；卜や柔らかいジゃージのよラな伸縮性のある 
布地に最適です。 

この模様で裁ち目かがし J をする時は、端縫い押えの使用 
をお薦めします。 


パインリーフ縫い卜 

■ 縫い目に伸縮性があるので、ニットや、ジゃージ、卜 
U コットなどの伸縮性のある布地に適しています。 





はぎ合だ縫い 


■ レースの縫い付け、 二、ッ トや卜 IJ コ、ソ トの突合せはぎ、 
つアゴテインク、飾し J 縫いに適しています。 
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はぎ合だ縫い 


■ レースの縫い付け、ニットやトリコットの突合せはぎ、 
フアゴテイング、飾 y 縫いに適しています。 



ダブルオーバーロック縫い^ 

■ 布地の裁ち目がほつれるのを防ぎます。ニット•ジゃ一 
ジなどの伸縮性のある生地に最適です。 

この模様で裁ち目かがし J をする時は、端縫い押えの使用 
をお薦めします。 

平ゴム-毛糸などを縫い付ける場合ちご利用ください。 



つる草縫い ^ 


■ 伸縮地の縫いやボーダーの飾し J に適しています。 



ウィッシュボーン縫いを 

■ 伸縮性のある生地の縫いや飾し J 縫いに適しています。 
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飾 y 縫い 


■ $シンのわ、ット 

押え「標準押え」上糸調節ダイル 「 AUTO 」 


《使用される布地の端切れで試し縫いをされることをお 
すすめします。 



《縫い途中に糸がなくなることを避けるためにボビンと 
糸ごまに十分な糸があることを確認してから縫い始め 
てくださし、。 


《上糸調子をやや弱ゆにたットしてください。 

スカラップ模様 

婦人服や子供服のそでやえし J 等の緑飾し J として、また端 
の始末などに利用できます。 

端の始末をする場合は、布端をこの模様で縫った後、模 
様におって布地を切し J 取し J ます。この際縫い目の糸を切 
らないよラにを意します。 

ピラ5ッド模様 

バイアステープを使って縁を折し J 返します。その上から 
ピラミッド模様で仕上げます。 


ァ□ーヘッド模様 

飾し J 縫いとして使われるほか、ほつれやすい箇所を補強 
するための装飾的な兰角形の止め〔兰つ止め）として使 
われます。特にポクットの両端などに装飾的に使われま 
す。 
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連続模様 


■ $シンのわ、ット 

押え「標準押え」上糸調節ダイル 「 AUTO 」 


■ 連続模様縫いに最適な模様です。お好みに応じてご使 
用下さい。 


スター模様を縫ラ際のを意 

• X この模様はジーンブ等の厚手の布地に適しています。 

X ’比較的薄い布地の場合は、布地の下に和紙、接着おな 
どを敷いてください。 



ボタン付け© 

■ S シンのわ、ット 

押え「ボタン付け押え」上糸調節ダイル 「 AUTO 」 


■ ターニンクプレートをわット 

ダーニンクプレートの下部についているピンを、針板 
の取し J 付け穴に差し込んで、プレートを固定します。 

■ 布のボタンを取し J 付ける位置にボタンを置き、押えを 
下ろします。 


プー IJ 一を回し、左ちのボタン穴に針が落ちるか確認 
します。必要ならばふし J 幅を微調整します。 

10針くらい縫って、縫い終わし J の上糸を布地の裏に 
引き出し、両糸を結びます。 

ボタン足を付ける時は、ボタンの中央に待ち針をのせ 
て縫い、上糸の両端をボタンの下に引き出し、ボタン 
足に巻きつけます。 
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ボタンホール（ボタン巧かが y ) 

■ ボタンホール巧えの使い方 

1 つめ A とつめ巨の間にボタンをはさみます。 

2 ボタンの大きさに応じたボタンホールができます。 



■ 縫い始めのたット • 縫い方 

《伸縮性のある布地で、進みにくい場合は、布地の下に 
不織布の接着おを張ってください。 

《使用される布切れで試し縫いをされることをおすすめ 
します。 

1模様選択ボタンで「 D 、 n 」のいすれかを選択し、 
縫いの設定をします。 


2 押え金をボタンホール押えに交換してください。 


3 ボタンホール押えに使用するボタンを取付けます。（上 
記のボタンホール押えの使い方参照） 


今スト、ツパー （ A )、 （巨）の間にボタンホーノレレバー C ご) 
が垂直に下し J るよラにしてください。 
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5 布地の穴かがし j をする位置にマークをつけます。 


6 布地を押えの下に入れます。下糸は布の下側にあし J 、 
後ろへ1 Ocm 程引き出しておいてください。 


7 布地のマークとボタンホール巧えのマークを合わせ 
て、ボタンホール押えを下ろします。 


な 上糸を持ってスタート/スト、ップスイッチを押し、ミ 
シンをスタートさせます。 

■ 下記の順に自動的に縫いあがし J ます。〔布に巧をつけ 
たボタンホールあわせ位置よし J 少し余裕ををって縫い 
あがし J ますので、ためし縫いをおすすめします。） 





1 2 3 4 5 6 7 





可 



<- 


化 


軍 




ボタンホール押えあわせ位置 


布地のマーすンク 


9 縫い終ったらシームリッパーで中央の布地を切し J 開き 
ます。 

その際、縫い糸を切らないよラにを意してください。 


/ 


























































































■ な乂 y ボタンホール 

■ お糸を入れて縫ラと、ボタン穴の伸びを防ぎ、強いボ 
タン穴ができます。お糸にはレース糸または穴糸を使 
います。 

1 お糸をボタンホール押えのラしろの突起 〔 A ) に引つ 
かけて、押えの下を通して前の突起〔巨）に結び付け 
ます。 


2 このまま押えを取し J つけて穴かがし J すると、お糸入し J 
のボタンホールができます。 


3 縫い終ったらお糸を押えからはすし、余分の糸を切し J 
取ります。 
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3. 5 シンのお手入れ 


ミシンを長をちさせるためには、日常の手入れが大切です。 


送 y 窗とかまの掃陈 


ボビンクースやかまに糸がからんだ場合又は、ボビンクースの位 
置がずれた場合も、次の順序で行ってください。 


A 安をのために必す電源スイ、ソチを切し J 、 電 

源プラクをコンたントから抜いてくださ 
を意 し、。クガの原因になし J ます。 


1 巧えをはすし、プー U —を手前に回して、針を最上点 
に上げます。 


2針板 （ A ) をはすします。 


3 ボビンクースを図のよラに抜き取し J ます。 


4 かま内部、周辺および送し J 歯のほこし J をブラシできれ 
いに取し J 除きます。溝隅のほこし J が取れにくい時は m 
楊枝でかまに傷をつけないよラにして取し J 除きます。 
矢巧の部分にミシン巧を一滴さします。 


感 差しすぎた場合には、きれいにふき取つてから、 
ボビンクースをかまに入れてください。 


5 ボビンクースの突起部（巨）がスト、ツパー （ C ) のち 
側にくるよラにかまに入れます。 


G 針板、かまカバーを取し J つけます。 
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4. ミシンの調子ガ篤いとき、次の原因を確かめましよラ 


こんな時には 

原 因 

巧 処 

参照 

ぺージ 

ミシンが 
回 6 ない 

下糸卷き軸がちになっている。 

下糸巻き軸ををへ押します。 

8 

電源コードが正しくたットされていなし、。 

正しくたツトし直します。 

6 

電源スイッチが " OFF " の位置にある。 

スイツチを " ON " の位置にたツトします。 

6 

通常縫いの時、ボタンホールレバーが上がって 
いなし、。 

ボタンホールレバーを上げます。 

32 

ボタンホール縫いの時、ボタンホールレバーが 
下がっていない。 

ボタンホールレバーを下げます。 

32 

め、まにか 
6 まつて 5 シン 
が回らない 

上糸をすこしゆるめ、プーリーを手前に回して糸を引き上げます。 

— 

かまにからまっている糸をはさみで切って取り除きます。 

— 

ボビンクースの位置がすれている。 

正しい位置にたットします。 

35 

回振が重い 
音が高い 

送し J 歯やかまに糸くすやごみがたまつている。 

糸くすやごみを取し J 除さます。 

35 

針が巧つている、先がつぶれている。 

新しい針と取り換えます。 

13 

巧を送らない 

押えを下ろしていない。 

押え上げを下ろして、押えを下げます。 

— 

厚物縫し > の場合 

22 

縫い目がとぶ 

布に合った針 • 糸を使っていなし、。 

布と針 • 糸の関係を合わせます。 

13 

針がなっている、先がつぶれている。 

新しい針と取り換えます。 

13 

針が針棒のいちばん奥まで入っていない。 

正しくつけ直します。 

13 

上糸調子が強すぎる。 

上糸調子を弱めます。 

14 

上糸の掛けちが間違っている。 

正しくかけ直します。 

10 

糸くすがかまにたまっている。 

糸くすを取り除さます。 

35 

縫いにくい布地の場合 

22 

よじれの起こりやすい糸を使っている。 

下図のよラに針に糸を卷きつけることをおすすめ 
します。 

下図参照 

針ががれる 

無理に布を引っ張った。 

布は軽く案内するだけにしてください。 

— 

布に合った針 • 糸を使っていなし、。 

布と針-糸の関係を合わせます。 

13 

針が針棒のいちばん奥まで入っていない。 

正しくた、ットし直します。 

13 

押えが正しく取り付けられていなし、。 

押え止めネジを締め直します。 

— 

段縫いの場合 

22 

糸が 

巧と針板の間で 
だんごになる 

縫い始めに上糸を向こラ側に引き出していなし、。 

常に上糸を押えの下から向ラ側へ1 0 cm ほど引 
き出します。 

12 

上糸が切れる 

上糸の掛けちが間違っている。 

正しくかけ直します。 

10 

上糸調子が強すぎる。 

上糸調子を弱めます。 

14 

布に合った針 • 糸を使っていなし、。 

布と針-糸の関係を合わせます。 

13 

針が巧がっている。 

新しい針と取り換えます。 

13 

よじれの起こりやすい糸を使っている。 

下図のよラに針に糸を卷きつけることをおすすめ 
します。 

下図参照 

下糸が切れる 

下糸が正しくたットされていない。 

正しくたットし直します。 

9 

糸くすが’ボビンクースやかまにたまっている。 

糸くすを取り除きます。 

35 

縫い物に 
しねがよる 

糸調子が強すぎる。 

糸調子を弱めます。 

14 

針が巧っている、先がつぶれている。 

新しい針と取り換えます。 

13 

薄物に巧して縫い目が大きし、。 

縫い目をルさくします。 

— 

薄物縫いの場合 

22 


市販の糸にはよじれの起こりやすい UJ 
糸があり、目とび/糸切れなどが発生 
することがあります。 ^ 


このよラな場合、図のよラに針に糸 \\ 
を卷きつけることをおすすめします。 ^ 

/ 

ごを意：図とは反対に卷きつけない 

1 。 

よラにしてください。糸の . 
よじれがかえって增すこと i 
になります。 も 
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5. 別売 y 付属品のご案内 


フットコント □— ラー お求めは、販売店または弊社までお問い合わせください。 



ミシンを使用しない時は、必す電源スイ、ツチを切し J 、 電源コードを電源から抜いてください。 


■ 電源のつなぎ方 

電源スイ、ソチを 「 OFF 」 にしてください。 

電源コードのプラクを①、②の順に差し込みます。 

っッ S コン S □—ラーのピン®を S シンのジゃックに 
差し込みます。 

■ スタート 

電源スイッチを 「 ON 」 にしてつットコント ローラー 
を大きく踏むと、ミシンの回転は速くなし J ます。最初 
は軽く踏んでゆるい速度で縫い始めてください。 

フットコントローラーの接続中は、スタート/ストッ 
ブスイッチは使用できまだん。 

•まつ、ットコント□ーラーを使用する場合、スピード 
コント□ールの設定位置が、つットコント□一 
ラーの最高速度になし J ます。 


を：つ、ットコント□ーラーは必す当社指定のちのをご 
使用下さい。 

また、 つ、 ソトコント□ーラーに他の接続コードをつな 
ぐなど、コードを延長して使用しないで下さい。 
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